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【評価点数】
５　：　十分できている　　４　：　できている　　３　：　ほぼできている　　２　：　あまりできていない　　１　：　できていない

【総合評価ランク】
Ａ　：　86点以上 優れた取組が多く、十分に成果が上がっている
Ｂ　：　71～85点 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている
Ｃ　：　56～70点 一定の成果は上がっているが課題もあり、更なる取組によって上位を目指すことが必要である
Ｄ　：　41～55点 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多く、更なる改善が必要である
Ｅ　：　40点以下 成果がほとんど上がっておらず、抜本的な見直しが必要である

◎外部評価委員の評価・意見等

① □ 5 ■ 4 □ 3 □ 2 □ 1
② □ 5 ■ 4 □ 3 □ 2 □ 1
③ ■ 5 □ 4 □ 3 □ 2 □ 1
④ □ 5 ■ 4 □ 3 □ 2 □ 1

20 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検・評価シート 事業番号 3-1-2

事業名 歴史的文化遺産の保存と活用 評価実施者
所　　属 社会教育課
職・氏名 課長　南　健次

主
要
事
業
の
概
要

開始年度 根拠法令等 文化財保護法・滝川市文化財保護条例 特定財源

実施方法 直接 委託 補助 負担金 その他〔　　　　　　　　　　　　　　〕

目　　　的
歴史的構造物及び史跡標柱の整備、保存及び活用
文化財マップの作成と活用を通して歴史的文化遺産の周知を図る
地域の歴史や自然など魅力の再発見に努める

事業内容
文化財保護審議会の開催と新たな文化財の指定への取り組み
文化財マップを活かした文化遺産の広報
岩橋ふるさと北辰桜並木事業

事
業
コ
ス
ト

区　　分 17 18 19 20 21 特　記　事　項

事業費(A) 518 476 21 1,558 1,131

うち一般財源 518 476 21 58 131

人件費(B) 3,736 3,569 3,566 3,469 3,542

総コスト(A)+(B) 4,254 4,045 3,587 5,027 4,673

実
績
と
成
果

区　　　　　　分 単位 H17 H18 H19 H20 H21 左記以外の20年度の実績・成果

事業の実績
(ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ)

指定文化財登録数 件 6 6 6 6 6
桜並木造成事業に取り組み、桜サポーター
の登録を推進した。
新たな文化財の指定に向けた審議会や史跡
巡りを実施し、次のステップの準備に取り組ん
だ。

桜並木植樹本数 本 25 128

事業の成果
(ｱｳﾄｶﾑ)

華月館来館者数 人 1,682 939 856

251 124 132屯田兵屋来館者数 人

評価項目 点数 判　定　及　び　説　明　・　考　察

1
適応性
有効性

8
①市民ニーズや社会経済情勢の現状に適しているか。
②事業の目的に照らして効果的な手法か。

先人達の残した文化遺産を保存活用することは、街の歴史を大切にする心を育むことへ繋がる。
歴史的文化遺産の保存は行政の責任であり、住民との協働によって活用が広がる。
新たな文化財の指定は、市の歴史を埋もれさせないために効果的であり、目的の実現に有効である。

2
目 　標
達成度

9
③目標の水準は適切か。
④計画通りに目標を達成できたか。

文化財の保存活用の水準並びに計画は適切である。
文化財の市民への周知の充実が必要であり、市民の関心を拡充する必要がある。
桜並木造成事業は桜サポーターとの協働により目的を達成しつつある。

3 経済性

4 ⑤コストは縮減しているか。 □ 5 ■ 4 □ 3 □ 2 □ 1

行政コストは年次的に抑えれており、桜造成事業については補助メニューからの資金調達によって実施された。
文化財を適切に保存するためには、今後一時的なコスト増大も見込まれる。
行政事務は効果的に行われている。

総
合
評
価

合計 21 ﾗﾝｸ
（Ａ～E) 上記評価を

踏まえた事
業の課題

桜並木造成事業における長いスパンでの整備設計が今後の課題となっている。
文化財の老朽化など、補修が必要となるため今後の整備計画が課題である。

↓ /25

100点
換算

84 Ｂ
/100 拡充 縮小・統廃合 質的向上 ｽﾋﾟｰﾄﾞｱｯﾌﾟ 検証 現状維持

評価項目 点数 判　　　定 点検・評価に関するコメント

1 適応性
有効性

8

滝川市にとって大切な文化財については
長期的な計画をもって保存に努めてください。

2 目　 標
達成度

9

3 経済性 4 □⑤ □ 5 ■

/25

4 □ 3 □ 2

/100

1

合計
21 100点

換算

84
ﾗﾝｸ Ｂ



「アート・カフェ～『岩橋英遠』の人と芸術を語る～」開催について(報告) 

 

◆日 時 平成２１年２月２１日(土)１４時～１５時３０分 

◆場 所 道の駅たきかわ 研修室 

◆講 師 河野敏昭（滝川市教育委員会学芸員） 

◆内 容 コーヒーを飲みながら日本画家岩橋英遠氏について生い立ちや作品などをエピソード

を交えて映像で紹介し、参加者がより深く英遠氏を考える機会とした。また、なぜ桜

並木なのか？という疑問についてもわかりやすく解説がなされた。 

◆参加者 ２９名（当日参加者含む） 

◆開催状況(写真) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆成果と課題 

・アートギャラリー会場で、岩橋英遠氏について直接知る講師の河野学芸員が具体的なエピソー 

ドを交え英遠氏の人物像を描き出し、参加者も大半が地元江部乙の方ということもあって、身 

近な存在として感じられる雰囲気となった。 

・お話と映像の組み合わせで、参加者も、実際に住んでいた風景や友人などを知っている様子が

うかがわれ、特に作品の解説では、岩橋画伯の素晴らしさを感じ取りながら聞き入っている姿

が見受けられ、今後は本物の作品鑑賞会などを実施するなど、さらに岩橋画伯の芸術に触れる

機会を提供していってはどうかと思われた。 

・江部乙の自然の素晴らしさ、そこで暮らしているということに自信と誇りを感じる時間となっ

た。 

・開始前にコーヒーサービスという予定がタイミングが遅れ、始まりに集中する妨げとなってし

まった。 

・当日の一般参加者があり会場が一杯となり、会としては良い雰囲気となって地元で興味関心が

少しずつ広がる雰囲気を感じた。さらに地域に根差した活動となっていくように桜並木造成事

業と岩橋芸術のＰＲを根気よく行っていきたい。 

・終了後のサポーター打ち合せについて声かけが足りなく、参加者が少なくなってしまった。雪

解け後の活動再開に向けて、活動予定や連絡体制などが明確に桜サポーターに伝わるように会

と桜サポーター世話人の連絡調整をしっかりとして行きたい。 

 



「北辰ふるさとさくら並木」植樹事業実施の報告 

◇開催日時  平成２０年１０月２８日（火）９：００～９：３０ 

◇場  所  江部乙中学校向かい側 緑ヶ丘公園 

◇参 加 者  田村市長、小田教育長、河原江部乙中学校長、岩橋ふるさと北辰振興会（中島）、桜サポー

ター（大橋、谷田、中村、八角、中野、谷内、中）、大平土木課長、千葉主査、河野課長、

南副主幹、早坂主査、澤田主事、滝川造園、広報（吉住） 

◇内  容  河野課長の進行でセレモニーの後、２５本中、５本の桜を植樹し最後に記念撮影を行った。

また、終了後、桜サポーターの打ち合わせ会を行い、今後の活動推進について意見交換を行

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小雨模様でしたが予定通り開会 岩橋ふるさと北辰振興会を代表して中島和治さん挨拶 

江部乙中学校河原校長の挨拶 田村市長挨拶 

植樹開始。丁寧に土をかけて・・・ 桜サポーターの出番です！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雨の中、一本ずつに心をこめて植えました。今日参加できなかったサポーターさんの思いも込めて・・・ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「北辰ふるさと桜並木」造成事業第一歩スタート！ 

～１０月３１日撮影～ 

さくら並木看板も設置されま

した。 



平成 20 年度 岩橋ふるさと北辰桜並木事業実績 

 

NO. 事業名 期日 場所 事業概要 講師等 参加者 

１ 
桜サポーター募集 

並びに桜見学バスツアー 
5 月 9 日（金） 

栗山公園 

岩見沢市利根別自然公園

ほか 

桜サポーターの募集と桜

並木造成の情報収集 
北海道立林業試験場 25 名 

２ 桜圃場草取りの会 5 月 12 日（月） 江部乙公園内桜圃場 圃場の除草作業  14 名 

３ 第 1 回目 桜の実採取事業  6 月 20 日（金） 
江部乙中学校 

江部乙公園 

ベトナム高校生と江部乙

中学生、及びサポーター

が実の採取と圃場の草取

りのふた手に分かれ作業

を行う 

卜部 信臣 16 名 

４ 第 2 回目 桜の実採取事業 7 月 2 日（金） 
江部乙中学校 

丸加山 

桜の実の採取と種の取り

出し作業 
 13 名 

５ 
「北辰ふるさとさくら並木」植樹

事業 
10 月 28 日（火） 緑ヶ丘公園 

サポーターを中心に植樹

予定の 25 本中、5 本の桜

を植樹する 

 20 名 

６ 桜サポーター打ち合わせ会  10 月 28 日（火） 江部乙中学校 金工室 
事業報告と今後の活動計

画打合せ会 
 11 名 

７ 北辰ふるさと桜サポーター研修会 1 月 28 日（水） 滝川市役所 8 階大会議室 

造成事業に係る「エゾヤ

マザクラ」の植栽から管

理方法について学習する 

北海道立林業試験場 

主任研究員 清水  一 
20 名 

８ 
アートカフェ～「岩橋英遠」の人

と芸術を語る～ 
2 月 21 日（土） 道の駅たきかわ 研修室 

日本画家岩橋英遠氏の生

い立ちや作品などをエピ

ソードを交えて映像で紹

介。 

滝川市教育委員会学芸員 

河野 敏昭 
29 名 

 


